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競う
素早く
正確な動き

　令和３年度大石田町消防操法審査
会が、７月１１日（日）に尾花沢市消防署
大石田分署で開催されました。この審
査会は、ポンプの始動やホースの延長
といった放水作業の素早さと正確さを
競うもので毎年開催されており、今年
は小型ポンプ４台が出場しました。
　団員たちは、連日夜間の訓練に励ん
で審査会に臨み、それぞれが積み重ね
てきた練習の成果を出し切ろうと、力
のこもった操法を繰り広げました。
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　令和３年４月をもって、三浦清孝さん
が消防団長を退任されました。三浦さん
は、消防団長として１１年、消防団員と
して４０年の間、日夜町民の生命と財産
を守るため、その職務
にご尽力いただきまし
た。
　長い間大変お疲れ様
でした。
　また、退任にあたり
町にテント２張りと操
法審査会で使用するトロフィーを寄贈い
ただきました。大変ありがとうございま
した。

消防団長
長い間お疲れさまでした！

三浦清孝さん（鷹巣１）退任
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